
1吉野作造記念館　20年のあゆみ

1950年（昭和25） 吉野作造の教え子である河村又介氏、石川清氏らにより、東京で「吉野博士
記念会」が結成される。 （３月25日）

朝日新聞社講堂にて吉野博士記念会第１回例会を開催。 （４月18日）

1962年（昭和37） 吉野作造没後30年という節目に、故郷の古川市（現・大崎市）にて吉野の偉
業を顕彰する目的で、市民総意の顕彰会として「吉野先生を記念する会」（初
代会長は三浦篤古川市長）が結成される。 （10月14日）

1966年（昭和41） 吉野先生を記念する会と吉野博士記念会が協力し、古川市民会館前広場に「古
川学人吉野作造之碑」が建立される。 （11月27日）

1969年（昭和44） 吉野先生を記念する会が中心となって、古川市図書館（現・大崎市図書館）
内に「吉野文庫」を開設。 （９月）

これ以降、著書を中心に関係資料収集や各種顕彰事業の実施が計画される。

1978年（昭和53） 新築された古川市図書館内に常設の「吉野作造博士資料展示コーナー」が設
置される。 （５月）

・吉野先生を記念する会主催生誕100周年記念講演会
　「吉野作造先生と大正デモクラシー」 講師：新明　正道 氏（６月24日）
生誕100周年記念メダルが発行される。

1983年（昭和58） ・吉野先生を記念する会主催講演会
　「吉野先生の「民本主義」」 講師：祇園寺信彦 氏（３月）
吉野没後50周年記念絵葉書が発行される。

1990年（平成2） 古川市市制施行40周年・国会開設100年を機に、「吉野作造記念館」建設の機
運が高まる。
（仮称）吉野作造記念館建設委員会設置。 （９月14日）

1993年（平成５） 記念館建築設計・展示設計完了。 （５月）

1994年（平成６） 記念館建築工事完了。 （３月）

吉野作造記念館設置条例制定。 （10月１日）

吉野作造記念館　年表
～顕彰運動・記念館設立から現在まで～

※ 2015年１月現在の事業結果に基づく。なお、歴代の当館職員に関しては役職（当時）記載の上敬称を略した。
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「古川学人吉野作造之碑」除幕式（1966年11月27日）
題は長谷川如是閑筆。現在、吉野作造記念館前に設置


